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安全・安心　誰もが笑顔で暮らせる
まちづくりを目指して
～河芸町千里ヶ丘地区の取り組みから～

千里きっさ「わらい」

西千里なごやかサロン「フレンズ」

笑顔 あふれる場

気持ちと気持ちがつながる場

　ボランティアで参加している中学生
を見て、「子どもは、ええな。元気やわ」
とにっこり。笑顔で過ごす人がたくさ
んおられました。その中の一人の高齢
の人が､｢自分も他人も心が明るくな
る。笑顔があるから」と、伝えてくれ
ました。

　年４回の開催ということで、訪れる人に季節を感じて
もらえるメニュー作りを心掛けているそうです。活動に
参加している小学生が、｢おじいちゃん、おばあちゃん
にありがとうって言われるとこっちが元気になる。うれ
しくってまた来たいという気持ちになる」と語ってくれ
ました。

　今回は、河芸町千里ヶ丘地区で、コミュニ
ティ喫茶を開設し、住民・各種団体などと連携
しながら「子どもからお年寄りまで安全・安
心・誰もが笑顔で暮らせるまち」の実現に向け
て取り組みを進めている柏葉さんにお話を伺い
ました。

　平成18年に千里ヶ丘団地の集合住宅で、高齢者
の孤独・孤立死が２件発生しました。「何とかせ
なあかん｣「ほっておけやん」と強い危機感を感
じました。｢住民には何ができるのか？」を地域
住民の間で話し合い、顔と顔を合わせて話し合え
る場、住民が活躍できる場をつくろうとなりまし
た。千里きっさ「わらい」の開設をきっかけにそ
の後、西千里なごやかサロン「フレンズ｣、千里
キッサ「つどい」と地域に広がっていきました。

　自分たちができることをまず、一つやってみる
ということを大切に活動しています。｢何かして
くれる」｢何かしてあげる」ではなく、｢自分はこ

かしば　　ひろし
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このコミュニティ喫茶をつくろうとした
きっかけを教えてください。

活動で大切にしていることは何ですか？

れができる」というちっちゃなことを持ち寄って
活動しています。
　大工仕事が得意な人はテーブルを作ったり、庭
の花を持ってきてテーブルに飾ったりと自分がで
きることを一つ行動に移しています。｢『辛』に
『一』を加えて『幸』に」を、合言葉にして活動
しています。


